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首里高校女子バレー部で
町出身者が活躍

首里高校女子バレー部で
町出身者が活躍ゆがふう塾、西原町をテーマに開講ゆがふう塾、西原町をテーマに開講

佐藤くん、水泳自由形で優勝佐藤くん、水泳自由形で優勝

なぎなたの大会で小学生が大活躍なぎなたの大会で小学生が大活躍
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危機発生時の支援体制を図る危機発生時の支援体制を図る
水道週間パレードを実施水道週間パレードを実施

金秀グループが寄附金を贈呈金秀グループが寄附金を贈呈

故宮城光吉氏のご家族が寄附故宮城光吉氏のご家族が寄附

人権擁護パネル展を開催人権擁護パネル展を開催

まち の  話 題まち の  話 題
 第31回沖縄県小学生･中学生なぎなた大会が5月18 日

に与那原小学校で開催されました。演技競技で西原東小

が 1位から 3位を独占するなど、西原の児童が各種目で

好成績を収めました。大会の結果は以下のとおりです。

【演技競技】小学 1･2 年生の部 1位：當間向優 ( 西原小 2

年 )瀬長拓夢(西原小2年 )、3位 :金城胡晴(西原小1年 )

宮平奈沙 ( 西原小 1年 ) 砂川真希 ( 琉大附小 1年 )

【個人試合】小学 6年生の部 1位 : 山田蒼彩、2位 : 山田望

来  、3 位 : 仲里

すず ( 以上、西

原東小 6年 )

【団体試合】3

位：山田蒼彩、

山田望来、新川

珠羽 ( 西原東

小 6年 )

 4 月 19 日から 21 日に開催された平安杯第 59 回全九

州バレーボール総合選手権大会沖縄県予選大会で、小橋

川愛奈さん、金城紅映さん、金城秋音さん、宮平明奈さ

ん、新里七世さん ( すべて 3年、西原東中出身 ) が所属す

る首里高校女子バ

レー部が準優勝し

ました。同校は、5

月に宮崎県で開催

された第 59 回全

九州バレーボール

総合選手権大会に

出場しました。

 マリンタウン内の公園や道路の清掃活動を行う「ちゅら島環境美化清掃活動」が、6月 7日にあがりティーダ公園周辺

で実施されました。町民、企業、団体など、合わせて 350 名余が参加。あがりティーダ公園を起点に道路や公園施設のゴミ

拾い、除草などを行いました。また、沖縄森永乳業 ( 株 ) から飲み物の提供があり、終了後に参加者へ配布されました。

 なお、今回の清掃活動で出たゴミの量は下記のとおりです。

合計：880㎏（可燃ごみ：710㎏、不燃ごみ：80㎏、資源ごみ：缶類20㎏、ペットボトル：10㎏、ビン類：20㎏、その他のごみ・

その他産廃類：40 ㎏）

若者からお年寄りまで多くの方が参加し、たくさんのごみを回収することができました

とう ま   こ う

せ ながひろむ きんじょうこはる

 中部 9市町村の若手職員が参加し、共同調査や研究を

通じて地域の課題解決と自治体職員としての能力向上

を図る「ゆがふう塾」( 中部広域市町村圏事務組合主催 )

の入塾式が、5月16日に西原町立図書館で行われました。

平成 26 年度は西原町をテーマに地域研究が行われ、西

原町からの 2 名

を合わせた 18 名

が参加します。11

月には最終報告会

を実施し、研究報

告を行う予定に

なっています。

 第 46 回春季年

令別選手権水泳競

技大会が、4月 13

日に県総合運動公

園プールで開催さ

れました。5～6 年

生男子 100m 自由

形で、佐藤優くん

(西原東小6年・写真中央 )が優勝しました。佐藤くんは、

5 月に熊本県で開催された第 46 回西日本年令別選手権

水泳競技大会に出場しました。

 「西原町危機発生時の支援活動に関する協定書」の

調印式が 5月 16 日に西原町役場で行われ、西原町商

工会 ( 濱門稔会長 ) との協定に調印しました。

 今回の協定は、自然災害時の支援活動や応急対策に

あたって、商工会員の事業所との連絡網の整備や技術

者、機材などの情報を共有し、速やかに連携できる体

制を整えるものです。西原町建設協力会をはじめとし

た 5つの業界団体も協力しています。

 上間明町長は「域内の事業所をはじめとした各団体

のみなさんが持っている資材や機材はもちろん、技

術、人材が非常時には不可欠。最大限に活用できるよ

う、連携体制を整えることは意義がある」と述べ、濱門

会長は「この協定は西原町にとって大切なもの。災害

時の支援だけでなく今後も災害対策に取り組んでい

きたい」と抱負を語りました。

協定を締結した町商工会と各種業界団体の代表者のみなさん

 6 月 1 日の「人権擁護委員の日」に関連して、6月 2

日から 6日までの日程で「人権擁護パネル展」が、西原

町役場町民広場で開催されました。このパネル展は人

権に対する理解を深めることを目的として行われま

した。

 憲法に定められている基本的人権について、普段の

生活における人権や、子どもの人権、災害時の人権な

ど、さまざまなパネルが展示され、町役場の来場者が

足を止めて見入っていました。

パネル展を開催した西原町の人権擁護委員のみなさん
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 水道に対する理

解と関心を高め、

水資源の大切さと

節水を呼びかける

ことを目的とし

て、6 月 3 日に節

水パレードが行わ

れました。このパレードは、西原町と町管工事協同組合(渡

口彦武理事長 ) が合同で毎年実施しているものです。水道

関連の事業所などが、節水を呼びかける看板やのぼりを車

両に付けて町内を走りました。

 パレードの出発式で渡口理事長は｢パレードを通じて、

限りある水資源の大切さを訴えたい｣と抱負を述べまし

た。また町管工事協同組合から町人材育成会への寄附金贈

呈が行われました。

 創業から 67 周年を迎えた金秀グループ（呉屋守將会長）

が、西原町人材育成会に対し100万円を寄附しました。5月

29 日に行われた寄附金贈呈式で呉屋会長は｢人材育成の

ために使用していただき、西原町、沖縄県はては日本の発

展に寄与する人材を育ててほしい｣とあいさつしました。

 また、同グループ

の創業者で、西原町

名誉町民の呉屋秀

信さん ( 字我謝出

身 ) は、母校の西原

中に 30 万円を寄附

しました。

 医療法人愛和会（西原町字池田）の会長などを務めた故

宮城光吉氏の妻、宮城初枝さん ( 写真中央 ) と娘の高江洲

ゆりかさん ( 写真左 ) が、「西原町ふるさとづくり寄附金」

として町へ寄附金を贈りました。

 故光吉氏の生前の意思に沿ったもので、宮城さんと高江

洲さんは「戦争を体験して

いることもあり、心から平

和を願っていた。また、庁舎

の完成を楽しみにしてお

り、生前から地域貢献のた

めに寄附金を贈りたいと話

していた」と、今回の寄附の

意図を伝えました。
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